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情報Ⅰのプログラミング教育に生成AIを利用することの是非
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◼ 令和4年11月にOpenAI社から生成AIであるChatGPTが公表されると，急速に世界中

に普及し，教育の場での利活用も広まっている

◼ 文部科学省のガイドラインでは，「プログラミングの授業において，児童生徒のア

イディアを実現するためのプログラムの制作に活用する」との記述がある

◼ プログラミング教育における生成AIの活用事例はまだまだ少なく，授業での生成AIの

活用を躊躇している教員は多い（はず）
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本研究の目的

プログラミング教育に生成AIを活用し，その効果・影響について分析する
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対象生徒

年生 １９９名（井手が担当する５クラス） ※残り４クラスは別の教員が担当

実施科目

課題研究（情報） ※学校設定科目（情報 の代替科目）

実施時期

２０２４年９月～２０２５年１月（１単位）

プログラミング言語

「Python，JavaScript，VBA，Scratch，その他」から各自で選択する
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プログラミングの授業概要
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生徒が選択したプログラミング言語の内訳
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プログラミング言語を選択した主な理由
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プログラミング言語と進路希望



愛知県立旭丘高等学校｜ A i c h i  P r e f e c t u r a l  A S A H I G A O K A  H i g h  S c h o o l

第 1 8 回全国高等学校情報教育研究会全国 大会（千葉大会）＠千葉工業大学 2 0 2 5 年 8 月 8 日（金）

7

中学校でのプログラミング経験
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プログラミングに対する楽しさ
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プログラミングに対する難しさ

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

  

 

  

 

                  

      

          

   

       

                  



愛知県立旭丘高等学校｜ A i c h i  P r e f e c t u r a l  A S A H I G A O K A  H i g h  S c h o o l

第 1 8 回全国高等学校情報教育研究会全国 大会（千葉大会）＠千葉工業大学 2 0 2 5 年 8 月 8 日（金）

10

【前半】プログラミングの基礎

1 メッセージ（画面出力）

2 変数

3 条件分岐（if文）

4 繰り返し（for文）

5 繰り返し（while文）

6 配列／リスト（基礎）

7 配列／リスト（応用）

8 関数

【後半】プログラム制作と発表会

1 プログラム制作①

2 プログラム制作②

3 プログラム制作③

4 中間レビュー会

5 プログラムの評価・改善

6 プログラム発表会

プログラミングの授業内容
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【前半】の基本的な授業の流れ

Step

全体説明

（約10分）

Step

例題演習

（約20分）

Step

発展課題

（約20分）
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授業回 授業内容

1

前半
・
8回

メッセージ

2 変数

3 条件分岐

4 繰り返し（for文）

5 繰り返し（while文）

6 配列／リスト（基礎）

7 配列／リスト（応用）

8 関数
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後半
・
6回

プログラム制作①

10 プログラム制作②

11 プログラム制作③

12 中間レビュー会

13 プログラムの評価・改善

14 プログラム発表会

ノートパソコン
（発表ポスター投影用）

タブレット端末
（プログラム実行用）

タブレット端末
（コメント投稿用）

スマートフォン
（コメント投稿用）

発表者

聴講者

聴講者

聴講者

中間レビュー会の様子

中間レビュー会の様子
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プログラム制作にかけた時間
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プログラミングの授業回数について

【前半】プログラミングの基礎（８回） 【後半】プログラム制作と発表会（６回）
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◼ 【後半】のはじめに生成AIの活用について説明

アイデアの提案

プログラムの生成

プログラムの修正（デバッグ）

◼ 生成AIの使用は任意

◼ 生徒全員，保護者からの同意書を提出済み
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プログラミングにおける生成AIの利用
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プログラム制作で生成AIを活用したか
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生成AI活用の活用場面（複数回答可）
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生成AIの活用×授業回数
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生成AIの活用×プログラム制作の時間
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生成AIの活用×プログラミングの楽しさ
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生成AIの活用×プログラミングの難しさ

 

 

  

  

  

  

  

 

                  

    

       

                  



愛知県立旭丘高等学校｜ A i c h i  P r e f e c t u r a l  A S A H I G A O K A  H i g h  S c h o o l

第 1 8 回全国高等学校情報教育研究会全国 大会（千葉大会）＠千葉工業大学 2 0 2 5 年 8 月 8 日（金）

29

生成AIの活用×生成AIの活用の是非
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◼ プログラミングの配列など独特の考え方はかなり練習しないと自分の作品作りには

使いにくいと感じました。その一方で、チャットGPTなどを使って自分のアイデア

を大まかにプログラムしてもらい、細かな修正を自分ですることで最初は作るのが

難しいだろうと思っていた作品でも完成させることができて達成感を感じました。

◼ プログラムを自分で作るにあたって、ChatGPTをはじめて使用してみたのですが、

完璧ではないコードの提案も多く、試行錯誤しました。だんだん、ChatGPTに修正

をお願いするよりも、自分で座標とか角度とか変えたほうが早いということに気づ

いて、数学の円の半径とか中心の知識と関連してるな、とか思いながら修正してい

て、楽しかったです。
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生成AIに関する自由記述
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◼ 生成AIの活用によって自己解決できる生徒が増えた印象

◼ 「生成AIを使用した」≠「良いプログラム」

◼ 生成AIの使用の判断は生徒に委ねたい（強要はしない）

◼ 生成AIは生徒の思考のサポートの位置づけ

◼ 生成AIはプログラミング以外でも有効なツールとなる

31

個人的なまとめ
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